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（前 産業建設部長） 第３回新ひだか町議会臨時会が５月10日に開会され、

正副議長選挙で議長と副議長が選出されました。
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毅身　長　173㌢　　　毅体　重　68㌔

毅年　齢　63歳

毅趣　味　音楽鑑賞　　毅好きな食べ物　カレーライス

毅家族構成　妻と娘２人、孫４人、愛犬３頭

花き農家花き農家
を営んでいますを営んでいます

浦浦
うらひがしうらひがし

東東 朝朝
ともかずともかず

和和さんさん

農地を有効活用するために賃貸借や売買がしやすい状況

を整えることで、花き・施設栽培を行う農家や法人が増

え、若者の地元就職にもつながると思います。また、山

や海、河川敷を利用して家族でバーベキューを楽しむス

ペースのほか、ペットも利用できる公園やキャンプ場を

整備し、みんなが楽しく過ごせるまちになってほしいです。

【略　歴】

おおの かつゆき　昭和34年１月生まれ。やぎ座。Ｏ型

昭和53年に北海道(日高支庁)に奉職。農政部農政課長、

農政部競馬事業室長(道庁)を歴任し、平成30年に退職。

同年４月新ひだか町長に就任。令和４年４月２期目始動

幼いころの保育所の先生にあこがれ幼いころの保育所の先生にあこがれ
地元に戻り、 今の仕事に就きました地元に戻り、 今の仕事に就きました まちにいい風を吹かせてほしいまちにいい風を吹かせてほしい

環境を生かし、人を呼ぶまちになってほしいです。海と

山の幸が豊富で、夏は涼しく冬は雪が少ないため、多く

の知人から「環境がいい」と言われます。遊休施設を合

宿地にしたり、道の駅をより充実して「寄りたい」と思

う観光拠点にするなど、人を呼び活性化することが、ま

ちの潤いにつながると思います。いい風を吹かせてほしい。

馬馬
ば ばば ば

場場  欣欣
き ん じき ん じ

治治さんさん

漁業漁業を営んでいますを営んでいます

ワクワクするまち 「新ひだか」ワクワクするまち 「新ひだか」

馬と自然が好きで毎年妻と日高旅行を楽しんでいましたが、

昨年6月に思い切って移住しました。 牧場や農業を経験し

ながらIT技術と一次産業をつなぐ仕事を目標としています。

若者たちが日高山脈の圧倒的な風景と豊かな自然環境の中

にまた戻って来られるような環境づくりが大切だと考えます。

新しい挑戦がしやすいワクワクするまちになってほしいです。

東京都東京都からから

移住移住してきましたしてきました

日日
ひ よ しひ よ し

吉吉  清清
きよひできよひで

秀秀さんさん

サッカー場にナイター設備や人工芝を整備することで、

町内はもとより道内外の学生や社会人などの団体利用者

が増えてまちの活性化につながると思います。また「ウ

マ娘」などの人気ゲームとコラボするなどソーシャルゲー

ムやe
イー

スポーツによる地域活性化に期待しています。あと、

子どもたちが楽しめる遊具を公園に設置してほしいです。

國國
くによしくによし

吉吉  亮亮
りょうまりょうま

真真さんさん 竹竹
たけなみたけなみ

浪浪  孝孝
こうすけこうすけ

佑佑さんさん

高校生高校生ですです

若者に魅力あるまちになってほしい若者に魅力あるまちになってほしい

町民の皆さんに町民の皆さんに

インタビューインタビュー

届けたい私たちの声届けたい私たちの声「将来、 どんなまちになって「将来、 どんなまちになって

ほしいか」 と町民の皆さ んにほしいか」 と町民の皆さ んに

聞いてみました。聞いてみました。

花は人をやさしくする花は人をやさしくする

宿泊業を営む中で、近年は学生の下宿業も始めましたが、

さまざまな目的を持つ学生が町内はもとより、町外から

この町に来られスポーツや馬の育成などを学び、この町

の素晴らしい自然と環境を体験しています。その方たち

が今後も地域に残り活躍してもらえるよう、さまざまな

面でサポートすることができるまちになってほしいです。

宿泊業宿泊業
を営んでいますを営んでいます

富富
とみおかとみおか

岡岡　　豊豊
ゆたかゆたか

さんさん

新ひだか町の企業を知る機会が少なく、 また職業案内所は

就業経験者向けという印象があります。 地元での就職を考

えている人や悩んでいる人のために 「新ひだか町新卒者向

け専用サイト」 を作るなど、 インターネットやSNSで地元

で就職するメリットや地元企業の良さを知る機会を増やし

てほしいです。 私自身は地元に就職して本当に良かったです。

この春、この春、
地元地元にに就職就職しましたしました

霜霜
しもざわしもざわ

沢沢  杏杏
あ ん なあ ん な

奈奈さんさん

福祉ボランティアを続けて30余年。最近は障害者支援施設

が増え、大勢の利用者が入所し、作業をしている姿に感動

しています。家にこもることなく、仲間と交流して視野を

広めてほしいです。コロナの収束を願い、利用者と再び交

流できることを楽しみにしています。障がい者が安心して

暮らせる「福祉のまち」としての発展を願っています。

広報紙広報紙
愛読者愛読者ですです

山山
やまざきやまざき

崎崎  郁郁
い く こい く こ

子子さんさん

子どもたちが思いきり

遊べる場所が少ないた

め、 公園に遊具を増や

してもらい、 子どもと

一緒に遊んだり、 子ど

もたちがワクワクできる

環境を整えてほしいで

すね。 また、 おむつの

贈り物事業でいただい

たおむつが１歳になるま

で使えてとても助かり

ました。 赤ちゃんが誕

生した世帯にこうした

支援があるととても喜

んでもらえると思います。

平平
ひ ら がひ ら が

賀賀  美美
み さ きみ さ き

咲咲さん  さん  

　　 　　 心心
こ あこ あ

空空ちゃんちゃん

子育て中子育て中ののママママですです

みんなでサポートみんなでサポート

障がい者が安心して明るく暮らせるまちに障がい者が安心して明るく暮らせるまちに 子育てにやさしいまちに子育てにやさしいまちに


